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カ
バ
ー
付
き
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
に

は
あ
ら
か
じ
め
1
人
ひ
と
り

の
名
前
が
記
入
さ
れ
て
い

る
。
鈴
木
奈
穂
子
教
諭
は
教

室
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
、
ｉ

Ｐ
ａ
ｄ
の
指
紋
認
証
シ
ス
テ

ム
「
Ｔ
ｏ
ｕ
ｃ
ｈ
Ｉ
Ｄ
」
設

定
方
法
の
解
説
動
画
を
提
示

し
な
が
ら
説
明
。
生
徒
は
各

自
、
Ｔ
ｏ
ｕ
ｃ
ｈ
Ｉ
Ｄ
を
登

録
し
て
か
ら
Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ

ｏ
ｆ
ｔ
ア
カ
ウ
ン
ト
と
パ
ス

ワ
ー
ド
を
設
定
し
た
。
各
自

に
手
渡
さ
れ
た
プ
リ
ン
ト
に

は
こ
の
ほ
か
、
Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ

Ｉ
Ｄ
、
ま
な
び
ポ
ケ
ッ
ト
と

タ
ブ
レ
ッ
ト
ド
リ
ル
の
Ｉ
Ｄ

と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。
各
自
の
設
定
後
、

こ
の
プ
リ
ン
ト
は
自
宅
に
持

ち
帰
り
、
保
護
者
の
同
意
を

得
る
。

全
員
の
設
定
が
終
わ
っ
た

ら
、
協
働
学
習
支
援
ツ
ー
ル

「
コ
ラ
ボ
ノ
ー
ト
」
を
使
っ

て
「
ど
ん
な
活
用
を
し
た
い

か
」
を
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
で
書
き
込

ん
だ
。
「
リ
ス
ニ
ン
グ
の
勉

強
が
で
き
る
」
「
体
育
で
上

手
な
人
の
演
技
を
撮
影
し
て

繰
り
返
し
見
る
こ
と
が
で
き

る
」
「
わ
か
ら
な
い
言
葉
の

意
味
を
す
ぐ
に
調
べ
ら
れ

る
」
な
ど
、
皆
の
書
き
込
ん

だ
内
容
が
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に

す
ぐ
に
提
示
さ
れ
た
。

授
業
後
、
生
徒
は
「
塾
で

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
ド
リ

ル
は
行
っ
て
い
た
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
お

ら
ず
、
カ
メ
ラ
機
能
も
な
か

っ
た
。
学
校
か
ら
貸
与
さ
れ

た
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
つ
な
が
る
し
、
カ
メ

ラ
や
ア
プ
リ
を
使
う
こ
と
も

で
き
る
。
い
ろ
ん
な
こ
と
が

で
き
る
と
思
う
」
「
コ
ロ
ナ

で
い
ろ
い
ろ
な
活
動
が
で
き

な
か
っ
た
が
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
で

グ
ル
ー
プ
活
動
を
や
っ
て
み

た
い
」
と
話
し
た
。
鈴
木
教

諭
は
「
子
供
の
思
考
を
深
め

る
た
め
の
手
立
て
に
う
ま
く

活
用
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
た
。

■
岡
崎
市
の
整
備
・
運
用

岡
崎
市
の
迅
速
な
整
備
と

運
用
の
特
長
に
つ
い
て
教
育

委
員
会
総
務
課
の
川
本
祐
二

係
長
に
聞
い
た
。

【
5
面
に
続
く
】

1
人
1
台
Ｐ
Ｃ
・
1
ア
カ

ウ
ン
ト
環
境
で
主
体
的
対
話

的
な
学
び
や
個
別
最
適
化
し

た
学
び
を
、
安
全
か
つ
高
速

に
運
用
で
き
る
環
境
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
鴻
巣
市
教
育

委
員
会
で
は
、
加
入
予
定
の

Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
を
利
用
し
て
校

務
系
・
学
習
系
に
接
続
。
こ

れ
ま
で
市
役
所
や
学
校
に
あ

っ
た
サ
ー
バ
群
を
す
べ
て
ク

ラ
ウ
ド
環
境
と
し
、
2
0
2

1
年
4
月
よ
り
本
格
運
用
を

開
始
す
る
予
定
で
検
証
を
始

め
る
。

市
教
委
に
よ
る
と
、
教
育

委
員
会
が
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
を
利

用
し
て
ク
ラ
ウ

ド
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
を
活
用

す
る
事
例
は
全
国
初
。

Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
で
接
続

自
宅
で
校
務
も
可
能
に

鴻
巣
市
で
は
大
学
と
教
育

委
員
会
が
共
同
研
究
の
た
め

教
育
委
員
会
か
ら
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｔ
ノ
ー
ド
に
接
続
す
る
予

定
。校

務
系
は
ゼ
ロ
ト
ラ
ス
ト

の
考
え
方
で
再
構
築
。
学
校

は
閉
域
網
か
ら
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ

経
由
で
ク
ラ
ウ
ド
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
接
続
し
、
教
員

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由

せ
ず
に
校
務
情
報
に
接
続
で

き
る
。
ク
ラ
ウ
ド
に
は
統
合

型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
や
勤

怠
管
理
シ
ス
テ
ム
、
採
点
ツ

ー
ル
（
中
学
校
の
み
）
、
備

品
管
理
シ
ス
テ
ム
等
を
格

納
。
校
務
の
完
全
電
子
化
を

図
る
。

自
宅
か
ら
安
全
に
校
務
が

で
き
る
環
境
も
構
築
。
市
教

委
に
よ
る
と
、
教
員
の
テ
レ

ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
や
校
務

事
務
の
電
子
化
等
を
総
合
的

に
行
う
取
組
は
県
内
初
。

教
員
は
、
閉
域
Ｓ
Ｉ
Ｍ
を

格
納
し
た
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ

を
介
し
て
自
宅
か
ら
校
務
環

境
に
接
続
。
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ

ー
ド
、
顔
認
証
で
学
校
外
か

ら
も
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
を
利

用
で
き
る
。

Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｏ
ｆ
ｔ
3

6
5
や
Ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
学
習

系
コ
ン
テ
ン
ツ
・
サ
ー
ビ
ス

等
（
協
働
学
習
ツ
ー
ル
、
ド

リ
ル
教
材
ほ
か
各
種
デ
ジ
タ

ル
教
材
、
連
絡
メ
ー
ル
）
に

つ
い
て
も
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
回
線

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接

続
し
て
高
速
化
を
図
る
。

閉
域
網
か
ら
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
ノ

ー
ド
へ
の
接
続
は
2
Ｇ
ｂ
ｐ

ｓ
（
1
Ｇ
ｐ
ｂ
ｓ
2
本
）
の

帯
域
保
障
で
接
続
。
各
校
か

ら
閉
域
網
へ
の
接
続
は
、
1

Ｇ
ｂ
ｐ
ｓ
ベ
ス
ト
エ
フ
ォ
ー

ト
の
回
線
に
Ｉ
Ｐ
ｖ
4
Ｏ
ｖ

ｅ
ｒ
Ｉ
Ｐ
ｖ
6
（
Ｉ
Ｐ
ｖ
6

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
経
由
し
て

Ｉ
Ｐ
ｖ
4
の
通

信
を
行
う
仕
組

み
）
等
の
技
術

を
使
用
し
、
高
速
な
通
信
が

可
能
と
な
る
よ
う
構
築
す
る

予
定
。

学
校
の
全
教
室
に
無
線
Ａ

Ｐ
と
充
電
保
管
庫
も
配
備
。

全
教
員
・
児
童
生
徒
に

ア
カ
ウ
ン
ト
を
配
備

市
で
は
、
学
習
・
校
務
兼

用
の
教
員
用
Ｐ
Ｃ
（Surfac

e
pro
7

）
6
5
0
台
、
児

童
生
徒
用
Ｐ
Ｃ
（DellLati

tude3190Education2in1

・
予
定
）
8
5
0
9
台
（
小

学
校
5
5
7
5
台
、
中
学
校

2
9
2
9
台
、
予
備
5
台
）

を
今
年
度
中
に
整
備
。

教
員
及
び
児
童
生
徒
全
員

へ
の
Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｏ
ｆ
ｔ

ア
カ
ウ
ン
ト
も
配
備
す
る
。

児
童
生
徒
の
Ｐ
Ｃ
持
ち
帰

り
も
想
定
。
家
庭
に
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
環
境
が
な
い
場
合
で

も
オ
フ
ラ
イ
ン
で
活
用
で
き

る
設
計
と
す
る
。

各
教
室
に
65
型
の
電
子
黒

板
を
配
備
。
そ
の
他
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
、
高
速
イ
ン
ク

ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
ー
、
学

校
図
書
館
管
理
シ
ス
テ
ム
も

各
校
に
配
備
。
Ｐ
Ｃ
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
等
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
刷
新
に
伴
う
総
事
業
費
は

約
18
億
7
1
0
0
万
円
。

埼
玉
県
鴻
巣
市
（
小
学
校
19
校
・
中
学
校
8
校
）
は

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で
今
年
度
中
に
全
小
中
学
校

の
全
児
童
生
徒
と
全
教
員
に
Ｐ
Ｃ
を
配
備
し
て
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
も
高
速
化
し
、
フ
ル
ク
ラ
ウ
ド
活
用
が
で
き
る

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
刷
新
す
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ

い
て
は
、
学
術
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
の
活

用
を
想
定
。
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
と
ク
ラ
ウ
ド
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
（
Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｏ
ｆ
ｔ
Ａ
ｚ
ｕ
ｒ
ｅ
）
を
連
携

し
た
閉
域
網
で
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
始
め
と
す
る
機

微
な
情
報
を
安
全
に
取
り
扱
い
、
か
つ
教
員
が
自
宅
で

も
安
全
に
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

岡
崎
版
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を
進
め
て
い
る
岡
崎
市
教
育
委
員
会
（
小
学
校
47

校
・
中
学
校
20
校
）
は
8
月
25
日
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
Ｐ
Ｃ
（
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
）
配
備
を
終

え
た
全
中
学
校
及
び
小
学
校
6
年
生
で
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
活
用
し
た
授
業
を
開
始
。
岡
崎
市

立
新
香
山
中
学
校
（
名
倉
嘉
章
校
長
・
愛
知
県
）
で
は
生
徒
1
人
ひ
と
り
に
担
任
が
ｉ

Ｐ
ａ
ｄ
を
手
渡
し
し
、
Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｏ
ｆ
ｔ
ア
カ
ウ
ン
ト
な
ど
を
設
定
。
協
働
学
習

ツ
ー
ル
を
使
う
な
ど
初
め
て
の
授
業
を
行
っ
た
。
岡
崎
市
で
は
、
教
職
員
と
児
童
生
徒

全
員
に
1
人
1
台
の
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
と
、
Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｏ
ｆ
ｔ
ア
カ
ウ
ン
ト
、
校
内
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
整
備
も
進
め
、
こ
の
日
を
迎
え
た
。

長
野
県
の
飯
田
・
下
伊
那

地
域
10
市
町
村
52
校
の
小
中

学
校
・
約
70
名
の
教
職
員
が

団
結
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
向
け
て
歩
み
始
め

た
。
8
月
27
日
よ
り
信
州
大

学
教
育
学
部
附
属
次
世
代
型

学
び
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

（
学
び
セ
ン
タ
ー
）
と
飯
田

市
教
育
委
員
会
が
協
力
し

て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
中
核
教
員

育
成
研
修
を
開
催
。
現
在
進

行
形
で
懸
念
さ
れ
る
休
校
時

の
学
び
の
継
続
を
乗
り
越
え

る
た
め
の
準
備
で
も
あ
る
。

研
修
は
Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
と
会

場
研
修
と
の
融
合
で
開
催
。

講
師
は
、
信
州
大
学
教
育
学

部
学
び
セ
ン
タ
ー
佐
藤
和
紀

助
教
が
務
め
る
。
50
校
を
超

え
る
学
校
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

同
時
に
研
修
を
実
施
す
る
先

駆
的
な
試
み
。
中
山
間
地
校

が
多
い
飯
田
下
伊
那
地
域
で

は
、
教
員
が
研
修
会
等
に
参

加
す
る
際
に
は
長
時
間
学
校

を
空
け
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
実
情
も
あ
り
、
遠
隔

で
行
う
こ
と
で
、
新
し
い
教

員
研
修
の
モ
デ
ル
を
確
立
す

る
。配
信
は
、信
州
大
学
教
育

学
部
附
属
次
世
代
型
学
び
セ

ン
タ
ー
が
実
施
。
飯
田
市
内

小
中
学
校
、
学
び
支
援
セ
ン

タ
ー
内
エ
ス
・
バ
ー
ド
、下
條

村
立
下
條
小
学
校
を
Ｗ
ｅ
ｂ

会
議
シ
ス
テ
ム
で
接
続
し
、

飯
田
市
内
の
教
員
は
各
学
校

で
、
そ
れ
以
外
の
地
区
の
教

員
は
2
会
場
で
受
講
す
る
。

中
核
教
員
研
修
は
8
月
2

回
、
10
月
1
回
、
12
月
1
回

の
計
4
回
実
施
予
定
。
中
核

教
員
は
、
各
校
で
校
内
研
修

を
行
う
。
8
月
の
研
修
内
容

は
講
義
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
次
の

内
容
で
実
施
。
▼
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
の
実
施
〜
Ｇ
ｓ
ｕ
ｉ

ｔ
ｅ
を
用
い
た
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
、
家
庭
に
向
け
た
ル
ー

ル
作
成
、
校
内
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
の
方
法

▼
Ｇ
ｏ

ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｒ
ｏ

ｏ
ｍ
を
使
っ
た
配
信
、
学
校

経
営
・
学
校
運
営

飯
田
市
の
代
田
昭
久
教
育

長
は
研
修
に
先
立
ち
、
「
今

回
の
研
修
で
行
っ
た
す
べ
て

の
内
容
を
各
校
で
実
施
し
、

す
べ
て
の
先
生
が
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ

ｌ
ｅ
Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ

を
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
ょ
う
」
と
話
し
た
。

講
師
の
佐
藤
氏
は
、
Ｇ
ｏ

ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｒ
ｏ

ｏ
ｍ
を
大
学
の
講
義
で
2
年

前
か
ら
活
用
し
て
い
る
。

「
慣
れ
る
こ
と
、繰
り
返
す
こ

と
が
必
要
」と
述
べ
、参
加
し

た
教
員
は
生
徒
モ
ー
ド
で
、

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ス
プ
レ
ッ
ド

シ
ー
ト
を
使
っ
た
し
り
と
り

や
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ド
キ
ュ
メ

ン
ト
を
使
っ
た
意
見
の
書
き

込
み
な
ど
、
同
時
書
き
込
み

や
編
集
を
体
験
。
「
書
き
込

み
の
反
応
が
遅
い
場
合
は
、

他
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
て
ペ
ー

ス
ト
し
て
」
と
、
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
な
が
ら
進
め
た
。
研

修
に
参
加
し
た
教
員
は
「
新

し
い
学
校
の
景
色
を
思
い
描

く
こ
と
が
で
き
た
」
「
共
有

フ
ァ
イ
ル
の
編
集
な
ど
を
実

際
に
体
験
で
き
、
不
安
が
軽

く
な
っ
た
」
「
佐
藤
先
生
の

『
と
り
あ
え
ず
使
っ
て
み
る

と
で
き
て
し
ま
う
の
が
こ
れ

か
ら
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
』
と
い
う
言

葉
に
、
何
と
か
な
り
そ
う
な

気
が
し
て
き
た
」
「
教
材
や

授
業
の
や
り
方
、
会
合
の
も

ち
か
た
な
ど
考
え
る
幅
が
広

が
っ
た
」
な
ど
、
体
験
で
不

安
感
が
薄
れ
た
教
員
も
い
る

一
方
、
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
苦
手
な

先
生
へ
の
支
援
が
不
安
」
と

い
う
感
想
も
届
い
た
。

■
長
野
県
１９
市
町
で
Ｐ
Ｃ

共
同
調
達
約
３
万
台

長
野
県
で
は
学
び
セ
ン
タ

ー
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
自
治
体
支

援
事
業
と
連
携
し
な
が
ら
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
向

け
た
共
同
調
達
を
実
施
し
、

19
市
町
村
が
参
加
。
Ｃ
ｈ
ｒ

ｏ
ｍ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
1
万
9
4

4
9
台
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
7
9
3

6
台
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
Ｐ

Ｃ
2
2
2
3
台
の
整
備
が
決

ま
っ
て
い
る
。

県
内
で
ト
ッ
プ
を
き
っ
て

活
用
が
始
ま
っ
た
の
は
長
野

県
喬
木
村
（
5
面
掲
載
）
。

飯
田
市
は
、
長
野
県
の
共

同
調
達
に
よ
り
児
童
生
徒
用

Ｐ
Ｃ
7
2
4
2
台
（
Ｃ
ｈ
ｒ

ｏ
ｍ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
）
を
10
月

末
ま
で
に
導
入
す
る
。
教
員

用
は
校
務
用
Ｐ
Ｃ
に
加
え
て

授
業
用
Ｐ
Ｃ
（
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ

ｗ
ｓ
）
を
2
0
1
9
年
度
ま

で
に
導
入
済
。
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ

整
備
も
実
施
中
。

下
伊
那
郡
で
は
町
村
ご
と

に
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
Ｐ
Ｃ
等

を
独
自
調
達
し
て
今
年
度
中

に
整
備
予
定
。
9
月
議
会
に

向
け
て
準
備
中
だ
。

ＧＩＧＡスクール構想環境の構築が全国で進んでいる。
運用方法も選択するＯＳも、それまでのＩＣＴ活用経験や
予算により様々だ。既に整備済の自治体もある一方で、９
月以降の議会での調達を予定している自治体もある。１人
１台のＰＣによる学びの成功に向け、想定外のトラブルが
あったとしても皆で力を合わせて進むチーム力が求められ
ている

全校で全員がＰＣをネットワークに接続して活用すると
いう未だかつて日本で経験のないことが始まった。テクノ
ロジーの進展を見越すとどのような方法を選択すべきなの
か。皆のな知恵を出し合って修正し続けていくことになり
そうだ。様々な学校や教育委員会のネットワーク構築に携
わった安藤昇教諭（青山学院中等部・高等部）と松浦龍基
氏（キートンコンサルティング）に聞いた

本年の教育ＩＴソリューションＥＸＰＯ、学校施設・サ
ービスＥＸＰＯ、ＳＴＥＡＭ教育ＥＸＰＯは、９月１６～１８
日、幕張メッセで開催する

埼
玉
県
飯
能
市
（
小
学
校

12
校
・
中
学
校
8
校
）
は
小

中
学
生
用
Ｐ
Ｃ
（
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ

・
Ｌ
Ｔ
Ｅ
）
5
1
4
2
台

（
奥
武
蔵
創
造
学
園
除
く
）

と
教
職
員
用
3
9
0
台
、
予

備
18
台
、
計
5
5
5
0
台
を

整
備
し
、
9
月
1
日
か
ら
市

内
全
て
の
公
立
小
・
中
学
校

で
1
人
1
台
Ｐ
Ｃ
活
用
を
開

始
。
高
速
大
容
量
回
線
に
接

続
で
き
る
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
全

小
中
学
校
に
整
備
。
今
年
度

中
に
配
備
す
る
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境

は
カ
テ
ゴ
リ
ー
6
Ａ
を
標
準

装
備
す
る
。

地
域
の
大
学
・
産
業
・
地

域
住
民
等
と
連
携
。
飯
能
市

の
豊
か
な
自
然
や
森
林
資
源

を
生
か
し
た
体
験
活
動
や
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
と
の
交
流
な
ど

で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
活
用
。
学

び
の
改
革
に
生
か
す
。

2
0
1
9
年
度
に
開
校
し

た
奥
武
蔵
創
造
学
園
奥
武
蔵

小
・
中
学
校
で
は
Ｌ
Ｔ
Ｅ
の

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
全
児
童
生
徒
に

配
備
し
て
お
り
、
臨
時
休
校

期
間
中
も
遠
隔
で
学
習
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
5
面
に
続
く
】

国立大学法人大阪教育大学は、１２社（８月３１日時点）の
企業と包括連携協定に関する協議を行っている。自治体と
企業の包括連携協定が増加する中、教員養成系大学と企業
との連携はまだ少ない。昨年４月に同学理事・事務局長就
任した新津勝二氏に聞いた

鹿
児
島
県
出
水
市
は
、

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
の
実
現
を
目
指
し

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に

力
を
入
れ
て
い
る
。

児
童
生
徒
1
人
1
台
Ｐ

Ｃ
環
境
の
整
備
だ
け
で
は

な
く
、
そ
の
先
に
あ
る
Ｐ
Ｃ

の
有
効
活
用
を
想
定
し
て
、

各
学
校
の
取
組
を
支
援
し
て

い
る
。

ま
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
学

校
間
の
情
報
共
有
を
深
め
る

た
め
に
、
複
数
校
で
の
Ｗ
ｅ

ｂ
会
議
の
活
用
を
2
0
1
9

年
11
月
か
ら
試
験
的
に
実
施

し
た
。

出
水
市
内
の
小
規
模
5
校

（
上
場
小
、
蕨
島
小
、
切
通

小
、
鶴
荘
学
園
、
大
川
内

小
）
の
各
校
の
通
信
状
況
を

確
認
し
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
で
教

員
間
の
情
報
共
有
が
可
能
な

環
境
を
構
築
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
そ
し
て
、
学
校
間
の

交
流
学
習
を
計
画
的
に
展
開

す
る
よ
う
、
学
校
と
の
連
携

を
さ
ら
に
深
め
た
。

出
水
市
立
上
場
小
学
校

（
山
﨑
和
正
校
長
）
で
は
、

昨
年
度
ま
で
、
大
川
内
中
学

校
教
諭
が
外
国
語
科
の
授
業

を
行
っ
て
い
た
が
、
定
数
削

減
の
た
め
、
今
年
度
は
学
級

担
任
が
外
国
語
の
授
業
を
行

っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
学
級
担
任
の
負

担
を
軽
減
し
、
児
童
の
対
話

的
な
学
び
を
充
実
さ
せ
る
た

め
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用

し
た
外
国
語
の
授
業
を
5
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

同
校
は
、
児
童
数
が
14
人

の
極
小
規
模
校
で
あ
る
。
児

童
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
を
高
め
る
た
め
に
、
大
川

内
小
学
校
児
童
と
英
語
に
よ

る
交
流
学
習
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
展
開
し
た
。
両
校
の
児
童

は
、
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
、
学
級
担
任
も
外
国

語
科
の
授
業
へ
の
自
信
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

出
水
市
で
は
、
現
在
、
中

学
校
で
の
1
人
1
台
Ｐ
Ｃ
の

有
効
活
用
を
試
験
的
に
検
証

し
て
い
る
。

学
校
間
交
流
に
止
ま
ら

ず
、
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学

び
を
実
現
す
る
た
め
の
試
み

を
進
め
て
い
る
。
今
後
は
特

に
、
中
学
校
英
語
で
の
Ｐ
Ｃ

活
用
と
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
を

融
合
さ
せ
た
取
組
に
期
待
し

た
い
。
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新
香
山
中
学
校
で
初
授
業

鹿
児
島
大
学
大
学
院

教
育
学
研
究
科

山
本
朋
弘
准
教
授

岡
崎
版
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

〈１５〉小学校英語を学校間交流で支援する〈１５〉小学校英語を学校間交流で支援する

連載 元気な小小規規模模校校を増やす！

�
自
分
の
Ｐ
Ｃ
�市
内

な
ら

持
っ
て
転
校

極小規模校同士が英語で遠隔交流

52
校
で
中
核
教
員
研
修
を
実
施

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ

Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ

ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
等
を
約
70
名
が
体
験

教員も遠隔で学び合い
長野県飯田下伊那地域１０市町村５２校

iPad の TouchID を各自で設定

鹿
児
島
県
出
水
市
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

校
務
系
も
学
習
系
も
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
で
接
続

ゼ
ロ
ト
ラ
ス
ト
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
再
構
築

校
務
系
も
学
習
系
も
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
で
接
続

ゼ
ロ
ト
ラ
ス
ト
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
再
構
築

埼
玉
県
鴻
巣
市

（１） ２０２０年（令和２年）９月７日（月曜日）

１
人
１
台
Ｐ
Ｃ

９
月
か
ら
全
小
中
で
授
業
開
始

埼
玉
県
飯
能
市

閉
域
網
で
安
全
に
在
宅
校
務

閉
域
網
で
安
全
に
在
宅
校
務

次世代に必要な力を
育むための学びとは

紙 面 案 内

教育マルチメディア号

kks＠kknews.co.jp

創刊 昭和36年7月 Ⓒ教育家庭新聞社 1部480円

発行所＝〒111-0053東京都台東区浅草橋3-1-8
T E L：03（3864）8241㈹
F A X：03（3864）8245
郵便振替口座 1309ー53693

https://www.kknews.co.jp/

☎03（3864）8241 Eメール

教育家庭新聞社
購 読 申 込 み

ホームページ


